
 

 

令和元年度第１回 豊中市産業振興審議会 

議事次第 

 

 

日 時：令和元年5月31日（金）午前10時～12時  

                          場 所: 豊中市立生活情報センターくらしかん 

        ３階体験学習室 

          

 

 

〔 次  第 〕 

 

・前回のふりかえりについて 

 

１． （仮称）新・産業ビジョン策定に係る基本的な考え方の諮問について 

 

 

 

２． 中小企業振興部会の報告について 

 

 

 

３．その他 

 

 

 

 

 

 

 

（資料） 

【資料１】（仮称）新・産業ビジョン策定に向けてのスケジュール 

【資料２】（仮称）新・産業ビジョン策定に係る基本的な考え方（案） 

【資料３】豊中市産業状況調査【資料編】抜粋 

【参考資料１】平成30年度第2回豊中市産業振興審議会 会議録 

※諮問書(写) （仮称）豊中市 新・産業ビジョン策定に係る基本的な考え方について 



 

 

「（仮称）豊中市 新・産業ビジョン」策定に向けてのスケジュール 

 

●産業振興審議会 

 

●（仮称）豊中市 新・産業ビジョン策定本部会議及び連絡会議 

 

 

 開催時期 主な議題  論   点  

令和元年度 

（2019年度） 

第 1回 

（5月 31日） 

○「（仮称）新・産業ビジョン」

の基本的な考え方について 

・「（仮称）新・産業ビジョン」の基

本的な考え方と論点設定の審議 

第 2回 

（10月頃） 

○「（仮称）新・産業ビジョン」

素案について① 

・産業のめざす姿、基本方針、施策

体系の審議 

第 3回 

(2月頃) 

○「（仮称）新・産業ビジョン」

素案について② 

・施策の方向性、進行管理、成果指

標、活動指標の審議 

令和２年度 

（2020年度） 
第１回 

（5月頃） 

〇「（仮称）新・産業ビジョン」

答申案の確認について 

・「（仮称）新・産業ビジョン」策定

に係る基本的な考え方の答申案の

確認 

 開催時期 主な議題  論   点  

令和元年度 

（2019年度） 

第 1回 

（5月 23日） 

○「（仮称）新・産業ビジョン」

の基本的な考え方について 

・「（仮称）新・産業ビジョン」の基

本的な考え方と論点設定の審議 

第 2回 

（9月頃） 

○「（仮称）新・産業ビジョン」

素案について① 

・産業のめざす姿、基本方針、施策

体系の審議 

第 3回 

(1月頃) 

○「（仮称）新・産業ビジョン」

素案について② 

・施策の方向性、進行管理、成果指

標、活動指標の審議 

令和２年度 

（2020年度） 

第４回 

（7月頃） 

〇「（仮称）新・産業ビジョン」

素案について③ 
・素案の最終調整 

第５回 

(10月頃) 

○「（仮称）新・産業ビジョン」

意見募集について 
・意見募集 

第６回 

(2月頃) 

○「（仮称）新・産業ビジョン」

の策定について 
・策定 

資料１ 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 



 
参考資料 1 

平成 30年度 第 2回 豊中市産業振興審議会 会議録（要旨） 

                                            

日 時：平成３１年２月２８日（木）１９時 ～ ２０時３０分 

場 所：豊中市立生活情報センター くらしかん ３階体験学習室 

出席者：梅村職務代理者、東委員、金川委員、北村委員、中世古委員、吉村委員、和田委員 

                                             

 

１．開会 

・ 市長の挨拶 

・ 資料の確認 

・ 審議会の説明および委員の紹介 

・ 審議会の成立確認（過半数の出席） 

・ 審議会の公開を決定 

 

２．案件 

（１）会長等の選出について 

・ 加賀委員が会長に、梅村委員が職務代理者に決定 

 

（２）豊中市中小企業チャレンジ促進プランに基づく事業への意見に係る諮問について 

・ 豊中市中小企業チャレンジ促進プランに基づく事業への意見に係る諮問を市長から審議会 

に行う。 

・ 本諮問について、部会で審議し部会から審議会へ報告を受けた上で答申することが決定 

・ 梅村委員、中世古委員、東委員を部会の委員とし、梅村委員が部会長に決定 

 

（３）平成 30 年度（2018 年度）豊中市産業状況調査の報告と「（仮称）新・産業ビジョン」

策定に向けてのスケジュールについて 

（事務局） 

・ 資料 4, 5, 6, 7の説明 

 

（職務代理者） 

・ 資料 4から 7までの説明について、質問・意見等はあるか。 

 

（委員） 

・ 資料 4 の「弱み・改善点」について「一律ではない個別支援」とあるが、個別支援とはどん

な取組みか。 

 

（事務局） 

・ 現状の取組みとして、市内の事業所への訪問を行い、個別の状況を聞き取った中で、困って

いることや課題に対して必要な支援をしている。 
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・ 例えば、資金繰りについては金融機関への橋渡し、個別の問題に対してはアドバイザー派遣

や、事業所の課題に応じた経営セミナー等の案内をして、課題解決につなげている。 

 

（委員） 

・ 事業所訪問は、豊中市の担当者が直接行っているのか。 

 

（事務局） 

・ 支援事業の委託業者と市の職員が一緒に訪問している。 

 

（委員） 

・ 経営セミナー等は、委託業者と連携しながら行っているのか。 

 

（事務局） 

・ そうである。 

 

（職務代理者） 

・ 資料 5 の「ヒアリング概要」として区分が 1～15 と分けられているが、何件のヒアリング結

果が入っているのか。 

 

（事務局） 

・ 今年度実施した産業状況調査の結果であり、1 列が 1 件の事業所の概要なので、事業所・団

体・支援機関の計 15件である。 

 

（職務代理者） 

・ 資料 4「強み・可能性」の「事業者間ネットワーク・コミュニティ」について、産業都市を語

る上で、事業者間ネットワークは東大阪市のように市の PRになるので、産業ビジョンを策定

する上でもう少し具体的に記載すると良いと思う。 

・ 資料 7「論点」の「市の強み・可能性、弱み・可能性と今後の方向性について」とあるが、改

善点の誤りではないか。 

 

（事務局） 

・ 「改善点」の誤りである。 

 

（委員） 

・ 産業振興施策としての優先順位のつけ方について、お聞きしたい。 

・ ターゲットはどうするのか。産業別か事業規模別、地域別、ジェンダー別等、どのように絞

っていくのか。全部できればいいが、現段階での優先順位はあると思う。このことに対する
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市の考えを示してほしい。 

・ 市が使える資源という意味のリソースはどうするのか。予算がどれだけ使えるのか、また予

算がなくても府や国との協力関係で引き出してくれるのか。 

・ 規制、ゾーニングをうまく使ったやり方は予算がなくても強制力があるので、それを使って

何かをしようと考えているのか。 

・ 事業者間ネットワークについて、職員が調整者としてマンパワーを割いてネットワークを結

び付けようと動くのか、ターゲットを決めたらそれをどのように活用していくのか。マトリ

クス的なものを見たいし、我々も議論していきたいと思っている。 

 

（事務局） 

・ 施策の考え方としては、資料 4「本調査の目的」に、施策の変遷として記載しているが、これ

までのところ、業種業態にとらわれず、中小企業を幅広く支援する「中小企業チャレンジ促

進プラン」と、業種業態に則した支援施策「企業立地促進計画」の 2 つの大きな柱で行って

きたが、すべてをカバーできているか等の振り返りは必要と感じている。 

・ 「企業立地促進計画」については地域特性も見ながら、ゾーニングを行った。市の西部・南

部地域の事業所集積を図ることについては、「企業立地促進計画」で一定カバーしている。 

・ 「中小企業チャレンジ促進プラン」で地域特性にそった施策まで、すべてをカバーできてい

るかについては、今後専門的な意見をいただきたい。都市計画の観点も含めて議論いただけ

ればと考えている。 

 

（職務代理者） 

・ 資料 4「産業のめざす姿」で、「新たな事業者と居住者を呼ぶ」とあるが、「居住者を呼ぶ」の

真意は何か確認したい。 

・ 例えば高知県には総合計画がなく、仕事づくりをしないと生活できないということで、総合

計画イコール産業振興計画と言い切っている自治体もある。 

 

（事務局） 

・ 資料 4 基本方針 3「豊中市の特徴、資源を活かした産業振興」に真意が含まれている。豊中

市は、住宅都市、教育文化都市というイメージが先行している。産業の都市というイメージ

は薄いが、事業者ヒアリングの中で、事業活動をする上で住みやすい町は、人材確保の点で

非常にプラスになる。住みにくい所は働きにくいという意見もあった。今あるイメージの住

宅都市、教育文化都市の利点を活かして、居住者や新たな事業者を呼び、仕事と居住の好循

環を豊中市の売りにしてはどうか、という考えを文言にした。 

 

（職務代理者） 

・ 委員にお聞きしたいが、豊中市は住宅都市、教育文化都市のイメージが強いか。 
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（委員） 

・ 豊中市を選んで住む人々にとって、住宅都市、教育文化都市のイメージが強いと思う。 

 

（職務代理者） 

・ 仕事づくりといった産業振興の必要性は感じるか。 

 

（委員） 

・ 南部は住宅エリアでもあり、昭和ひとけた台からある工場がだんだんと存在するのが難しく

なってきている。夫の出身地、職場があるから住んでいる、という人も多いと思う。 

・ 産業振興として、どのような産業を豊中市に呼びたいと考えているのかと思う。 

・ 子育て中の女性の職住近接についての要望は聞いたのか。 

 

（事務局） 

・ ヒアリング調査の中で、豊中市に居住し起業した方の話を伺った。その方は、子どもを出産

後、仕事への復帰を希望したが、保育所の空き状況等の理由により希望の職に就くのが難し

かったため、自分で時間をコントロールできるということで思い切って起業した。自身の事

業が大きくなってきた中で、同じような状況、経験をした方が働きやすい環境を整え、募集

をしたところ、多くの応募があり、自分が経験したことは、多くの女性も感じていると実感

した、と話されていた。 

・ 働き方、働く場所を確保できれば、豊中市内にも働きたいと思っている女性が多いと考えら

れる。 

 

（委員） 

・ 委員の質問や事務局の説明を聞くと、豊中市の産業政策にミスマッチがあるように思う。 

・ 今までは市内の既存事業者をどうするか、という観点が多かった。それは重要であるし、ゾ

ーニングで整備していくのは良いアイデアだと思う一方で、社会学的にデータを見ると、女

性の社会進出が低いというのは、所得層が高い、ということを意味している。つまり、豊中

市にはある程度の所得階層の方が居住されているということであるが、そのような居住者が

働きたいと思う場所があるのか、ということである。 

・ ものづくり系も重要だが、近くの吹田市は健都でたくさんの労働者が集まってくるし、尼崎

市は研究所がたくさんあると聞いたことがある。そこから労働者を引っぱってくる、という

攻めも必要だと思う。そうしないと豊中市の産業政策はうまくいかないと思う。今は網羅的

にやっていくという印象を受けた。 

・ 豊中市民が求める労働環境と、市内事業者が提供できる労働環境のミスマッチなどは、今後

考えていかなければならないポイントであると思う。 

 

（職務代理者） 
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・ 関東では、最近の産業政策、地方創生について、ライバルやターゲットを明確に定めて取り

組んでいる。種々のアンケートを通して、可能性のある他地域へ様々な手法を駆使して、移

住を呼びかけている。 

・ 産業振興なので、企業の意見が一番重要である。 

 

（委員） 

・ 私も産業振興は企業の意見が重要だと思う。 

・ 産業振興審議会と名前がついているので、産業振興のターゲットを明確にしていくべきであ

る。約 30 年ぶりに産業ビジョンを策定するということだが、30 年間何をしていたのかと思

う。やみくもに取り組んでもどうなのかと思うので、30年間やってきたことを振り返ること

がいいと思う。 

・ データを見ると事業所数が減って、売上が増えているのは、客観的に見て悪いことではない。

例えば農業・酪農の場合だと、政府は意図的に一戸当たりの規模を大きくする方向で進めて

いる。豊中市は意図せずこの傾向が進んでいるのは、ある意味素晴らしいことだと思う。 

・ 約 13,000ある事業所の過半数を占めている 1人～4人の事業所数をターゲットに施策を推し

進めることも大きな意味での産業振興のテーマになりえる。いかに具体的なターゲットを持

つか、ということが重要だと思う。 

 

（委員）  

・ 豊中市は 1 人～4 人の事業所への融資が非常に多い。製造業はどんどん集約化して大きくな

っていくが、サービス業は従業員 2、3人で経営し、小回りのきく業態が多い。設備投資費が

高くなっているので、資本が必要となる業態は個人ではできなくなってきている。北摂の中

で池田市や箕面市に比べると、豊中市は小さい事業所・企業が多い。そのため、今後も引き

続き小さい事業所への支援に力を入れていってもいいのではないかと思う。働き方という意

味でも、小さな企業ほど柔軟に対応できるという利点があると思う。 

・ もう少しターゲットを絞ることが必要だと思う。 

 

（職務代理者） 

・ （仮称）新・産業ビジョンについては、来年度以降の審議会の中で議論を深めていきたいと

考える。 

 

（４）企業立地促進計画に基づく施策について（報告） 

（職務代理者） 

・ 事務局より資料の説明をお願いする。 

 

（事務局） 

・ 資料 8の説明 



 

 

 26 

（職務代理者） 

・ 何か意見や質問等はあるか。 

 

（委員） 

・ 豊中市の公共施設活用の委員にも参加しているが、そちらでは公共施設の集約と活用につい

て南部を中心に議論している。今までの豊中市のイメージと、委員になってからイメージが

変わった部分がある。南部地域は高齢者が多く、北部は子育てやハイファッションの街のよ

うに、地域性があるということを理解した。 

・ 施策の方向性にあれもこれも詰め込みすぎて、ミスマッチが起きないか検証する必要がある。

あれもこれも詰め込むのではなく、せっかく強みと弱みを出している中に「都市経営」とい

う言葉が入っているので、強みは徹底的に強めて都市のブランディングをしていく。弱みは

取捨選択のような思い切った英断をしないと、今後政策上、ミスマッチが出てくると思う。 

・ 産業というと日本はものづくりというイメージが先行しているが、豊中市のめざす姿を考え

ると、ものづくり中心というより、ものづくりと人づくりの 2 つの観点が必要ではないかと

思う。 

・ 長内市長は創る改革をターゲットにしているが、創業支援の観点から人づくりに焦点を当て、

ＩＴなど立地も比較的大きくなく、ラボ的な場所で人をつくっていくのが重要ではないか。

特に少子高齢化が進んでいる南部地域では、福祉・介護・子育ての分野を高めていきたいと

いう話なので、女性のＭ字カーブで落ち込んでいる年齢層の方をターゲットにして、ちょっ

としたスペースを利用した、きっかけづくりという形で創業支援ができるのではないか。そ

の部分の創業支援が本日の話では見えてこなかった。施策の骨子にも経営支援はあるが、創

業支援はなかったので、これから始めるという視点を産業振興に入れていかないと、豊中市

の今後の新たな産業が見えてこないと思う。 

・ 豊中市は歴史文化があるのに、まだ地域によってポテンシャルが見えていないところもある。

ものづくり優先ではなく、企業立地促進の中にもラボ的なものを取り入れながら、ハードよ

りもソフトの部分に力を入れることで、豊中市の強みになり、新たに産業が起こるのではな

いかと思う。 

・ 資料 8 の最後のアンケートは、入居時点で住工混在地域と知らずに、豊中市の住宅都市のイ

メージで居住している人がいかに多いかを示している。豊中市はポテンシャルがあるのに、

あれもこれも詰め込みすぎた産業振興はもったいないので、選択と集中で優先順位をつけな

がら、議論を深めていければと思う。 

 

（事務局） 

・ 選択と集中は非常に大切だと思う。いろいろなことをあれもこれも並べて、結局何も手につ

かなかったでは本末転倒となるので、皆様から専門的な意見をいただきながら、それをより

突き詰めた形で方向性を出していけたらと思っている。 
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（職務代理者） 

・ ゾーニングは思い切った政策で、なかなか市の意向が市民に伝わりにくい。しかしゾーニン

グをしないと産業は守っていけない。プランでは「まちづくり」という言葉を使っているが、

都市計画とタイアップした中での政策づくりが望まれていると思う。 

 

（委員） 

・ 準工業地域・工業地域の説明を宅建業者へお願いをされているということだが、評判はどう

か。 

 

（事務局） 

・ 宅建業者に準工業地域・工業地域がどういう地域か説明をお願いすると、商売に支障が出る

ことが予想され、協力いただけないのではないかという懸念もあったが、実際には市の方針

がある方が説明しやすい、という逆の意見をいただいた。 

・ 宅建業者から説明する時だけでなく、お客さんが持ち帰って自宅で見返した時でもわかりや

すい資料であることが重要という意見をいただき、資料は何回も作り変えた。 

 

（職務代理者） 

・ これから生産緑地の関係で、準工業地域にもおそらく空地が出てくる。準工業地域は家の価

格が安く、豊中のブランドイメージで居住希望者が増えると、また問題が出てくる可能性が

ある。このあたりは各委員より話があったが、行政主導でがんばっていただけたらと思う。 

 

（委員） 

・ 宅建業者がどのように受け止め、どのように広めていくかが重要だと思っていたので、協力

いただける姿勢があるということで安心した。 

・ 今までの話を聞いて思ったのは、今回の産業ビジョンを策定する上で、今はたくさんの論点

が盛り込まれているが、選択と集中という話がある一方で、私は点と点をうまくつないで、

どうストーリーを作っていくかが重要だと思う。今、人材確保の問題が中小企業の経営者の

最大のテーマとなっている。例えば、工場を移転して広いスペースで操業したい、となると

現在の生活圏外に移転しないといけなくなり、働いているパートの方が通勤できない距離に

なる。すると、また新たな人材を確保しなければならないという問題が発生し、苦労されて

いる。そういう意味では、居住者を呼ぶというのは、住みやすいまちイコール働きやすいま

ち、というように、点と点がつながっていくと思う。 

 

（委員） 

・ 金融機関の立場から思いついたことだが、「準工業地域及び工業地域に居住をお考えの皆様へ」

という資料を豊中市の金融機関へ郵送してはどうか。不動産の売買には、金融機関も関わっ

てくるので、銀行等にあれば周知されやすいのではないか。 
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（５）その他 

（事務局） 

・ 来年度第 1回目の会議日時は、5月下旬で最終調整している。 

・ 本日の会議録は事務局で作成したものを、後日委員の皆様に確認いただき、内容を確定させ

ていただく。なお、会議録の概要は市のホームページに公開する。 

 

３．閉会 

（職務代理者） 

・ 予定していた案件はすべて終了した。 

・ 平成 30年度第 2回 豊中市産業振興審議会を閉会する。 

 

以上 

 


